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マイケル ホフリック

日本人は働きすぎだとよく言われる。現在、 自分自身も働きすぎだと思っている日本人

は少なくなかろう。ひたすら働くのみの「働きらきパチ j と称せられるまでに、仕事を中

心としている人も多い。 乙の現象を理解するために、 まず、 日本の産業社会における人間

理解に着手しなければならない。産業場面における人間理解は産業心理学の問題である。

産業心理学は、職業や労働にかかわる個人および集団に関する問題解決、 または改善を目

標とする行動科学である。

産業心理学の研究の中で、個人の人生における仕事の重要性の認識は「仕事中心性」と

して概念化されている。仕事、社会的活動、宗教的活動、家庭や家線、趣味やレジャーと

いう 5つの人生上の役割活動の中で、個人がそれぞれの活動領域についてどの程度の重要性

を認めているかによって、その個人の仕事中心性の程度が測定される。との考え方で国降、

比較研究をした結果、 日本人は仕事に対する価値をより高く認識している乙とが明らかに

なった。多くの日本人にとって、 「仕事 J が人生の役割活動の中で中心的な意味をもって

いるため、それにかける時間もエネルギーも高くなっていると考えられる。

日本の経済の発展はよく働く習慣に負うところが大きいととは言うまでもない。経済成

長の途上では「狭い日本、そんなに急いでど己へ行く J と皮肉をとめて言われた。いわゆ

る自転車操業のように、倒れるのを恐れて常に休まずに先ヘ押し進めなげればならなかっ

たのである。加工貿易によって成り立っている日本は絶え間ない労働力の供給に依存して

いる。天然資源が乏しいので、人的資源が不可欠である。とのように、 日本人がよく働く

のはただ経済的な減退を避けるための適応様式である。 しかし、 己のような説明はあまり

にも単純で物足りない。 日本人がよく働く乙とのもっと論理的な根拠があるはずである。

歴史をさかのぼると、 日本では狭い土地で水田稲作を主とする農業を続けてきたので、

労力によって収穫が減ったり増えたりするという状況のもとで、一生懸命働かな吋ればな

らないという意識を身につけたのであろう。

日本人の勤労に対する精神は、仏教に基づいているという説もある。勤労というのは宗

教的に動機づけられ、すなわち仏教で言う成仏するための修業と言えるかも知れない。

その稲作文化における日本的な集団主義の影響も考慮しなければならない。稲作農業で

は集団作業と共同秩序が必要であり、生活共同体の意識が生まれたと考えられる。同様に、

現代の産業社会においても企業と従業員が私的事情に優先して、集団で協力しあって仕事

をしている。また、集団の総意による意思決定を行う。集団から仲間はずれにされたくな
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いので、熱心に働き、仕事を中心とするようになっている。

忠孝を重んじる儒教思想、も集団主義につながっている。日本では、 「イエ j 及び「ムラ」

が典型的な集団であるが、それは同族なので「和の原則 J によって人間関係が緊密になっ

ているのである。 「親分一子分」関係は日本的な集団主義の特徴である。企業内労働組合

はその同族的集団主義から形成されたものと考えられる。

要するに、 日本人の勤勉さについて、たった一つの原因を突き止めるのは不可能だと言

うことである。 しかし、 日本人が働くという行為そのものに価値を認めているととは紛れ

もない事実である。との点では、欧米におけるプロテスタンテイズムと似ている。 日本に

は f勤労は美徳J という乙とばもある。との己とばが日本人の仕事の意欲は内発的に動機

づけられているととを示している。仕事における働きがいは人生における生きがいのよう

に考えられている。との意味で、仕事の中心性は勤労に対する価値観との関連を無視でき

ない。

日本の雇用関係についても、いくつかの特徴があるので、述べておし日本の企業は、

伝統的に学校あるいは大学を卒業した直後に採用している。乙のととが従業員の企業への

帰属意識を根強くしているかも知れない。 また、採用に際して、多くの場合、特定の職務

に就かせるために人を雇うのではなく、一括して採用している。入社後、必要な技能ある

いは能力を身につけさせるための教育訓練を行う．乙のような制度だから、 もし転職すれ

ば、新しい企業で再び訓練を受けなげればならない。 したがって、勤務先を変えることは

本人にとって不利となるのである。扇用はその個人の全生涯にわたるととが一般的である。

欧米のようなレイオフ制度はなく、また解雇は一般にきわめて困難である。日本的な「終

身雇用制 J のもとでは、就職してから定年まで、丸抱えで生活を保障されている。 この制

度は雇用の安定性と所得の安定性をもたらし、それが企業への忠誠心につながっている。

この終身雇用制度に大きく関連している制度に『年功序列制度 J がある。 これは賃金が勤

続年数によって決まり、年齢の上昇にしたがって賃金も増加し、 また結婚、出産、教育、

住宅建設などの必要経費が増加するととができるようにするという賃金体系である。 この

ように、 日本では就業員に仕事の重要性を植えつけているのである。

個人をクローズアップしてみると、日常生活の大半は仕事を中心としているととが明ら

かである。労働者やサラリーマンの一日は仕事である。朝早く家を出て会社に行き、退社

時聞が来てもすぐ帰宅しない。やりかけの仕事があれば、就業時聞を超えて働くのが一般
的である。日本の労働基準法は、 1 日 8時間、週 1日の休日で、 1週 48時間の労働時聞を定め

ている。 1人当り年間総実労働時聞は 2111時間と、先進国の中で 2000時聞を超えるのは日本

だけになっている。残業をしない場合でも、 まだ家ヘ婦らない。 日常的な仕事絡みの付き

合いや取引先の接待で深夜に帰宅するととも珍しいととではない。 ζ のように仕事ばかり

していると、疲労で病気になったり、神経をすり減らしたりする者も少なくないであろう。
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最近問題になっている過労死の運命にある者も少なくはないようである。

こ乙まで、女性については取り上げていない。なぜかというと、 とれまで日本の産業社

会には、男子の仕事重視、女子の家庭重視という伝統的な性役割を反映した傾向がわりに

強かったからである。男性の生活が仕事中心であるため、家庭は女性、いや妻を中心に運

営されてきた。家計、子供のしつけ、教育などはほとんど妻に任せるのが普通であった。

現代でも「良妻賢母J という考え方がいまだに残っている。 1986年に男女雇用機会均等法

が施行されたが、依然として女性は、男性と区別、 いや差別され、仕事も男性の補助的作

業が主になっている。いわゆるお茶くみが当り前になっている。仕事に対する意識によっ

て女性を一般職と総合職にはっきり分ける「コース別人事制度 J がある。前者はプロ意識

の足りない者であり、大半の女性はとれに属す。後者は非常に少ないが、男性と変わらな

い仕事に対するはっきりした意識をもち、仕事を生活の中心する者である。

最後に、 日本の未来に目を向けてみよう。特に子供の現状を注目しなければならない。

子供にとっての勉強は大人における仕事のようなものだと言えるであろう。日本の子供が

勉強という点では学習塾の存在で世界一忙しい生活を送っている。受験戦争かっ地獄によ

って出世コースが決まるため、子供は熱心に勉強をしなければならない。良い就職のため

には一流大学へ、一流大学へ入るには有名高校へ、そして有名中学へ進学しなげればなら

ない。いわゆる『教育ママ」は子供に無理矢理勉強させる母親で、子供の自然態に反する

意識をもっている。彼らが社会人になった時、勉強第一は簡単に仕事第一へと転化する。

日本の教育は就職の手段になっているかも知れない。 また、教育は仕事の実地指導になっ

ているかも知れない。

このようにして、ひたすら勉強し、ひたすら働くことは日本人の国民性となっている。

その結果、人生を楽しく過ごすということは、概して不得手になったのであろう。多くの

人は働く己と以外の価値を認めない。よく働く乙との是非を言っているのではない。バラ

ンスのとれた生活のほうが、生きがいがあるに違いないと思うのである。確かに働きすぎ

は有害である。ワーカホリックに陥らないように精神的健康にごとろがけ、仕事は人生上

の役割活動のごく一部に過ぎないととを自覚すべきであろう。
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